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多摩南部地域病院

〒 2 0 6 -0 0 3 6

東京都多摩市中沢二丁目１ 番２ 号

電話　 0 4 2 -3 3 8 -5 1 1 1

病院の

概要

■ 診療科目

内科　 神経科　 循環器内科　 小児科　 外科　 整形外科　 脳神経外科　 皮膚科　 泌尿器科　 婦人科　 眼科　

耳鼻咽喉科　 放射線科　 歯科口腔外科　 麻酔科　 緩和ケア科　 検査科（ 病理）

■ 基幹施設と なる 診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 内科　  （ 多摩総合 / 多摩北 / 神経 / 北里大学病院 / 浦添総合病院 / 中頭病院 / 友愛医療センタ ー / 

　    聖マリ アンナ医科大学 / 川崎市立多摩病院 / 立川相互病院 / 島し ょ 等）

■ 連携施設と なる 診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける 基幹施設病院のみ掲載）

・ 内科  （ 大久保 / 多摩総合 / 多摩北）

・ 外科  （ 多摩総合）

・ 麻酔科　 　  （ 多摩総合）

・ 泌尿器科 （ 駒込）

東京都南多摩保健医療圏（ 八王子・ 町田・ 日野・ 多摩・ 稲城の５ 市） の中核病院と し て、「 地域医療支援病

院」 の指定を 得ています。 地域医療機関から の紹介予約制を 基本と し 、 地域医療機関と の機能分担及び共

同診療、 高額検査機器の共同利用、 地域医師の生涯研修等を 通じ て地域医療機関と 緊密な連携を 図り なが

ら 、 地域住民に対し 継続性と 一貫性のある適切医療を提供し ています。

（ 明る く 広々と し た院内）
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臨床研修委員会委員長から のひと こ と

多摩南部地域病院は、 １ ９ ９ ８ 年以来の臨床研修指定病院と し ての実績を 元に、 ２ ０ ０ ４

年の初期臨床研修必修化以降も 毎年多く の応募を 頂いており ます。 さ ら に後期臨床研修と し

て内科系コ ースを 設定し 、 ４ 年間でそれぞれ専門知識・ 経験を積んでいただき 、 将来当院の

スタ ッ フ と し ても 参加でき るよう な医師の育成を目指し ており ます。

内科系コ ースは、 東京医師アカ デミ ーに参画するこ と により 、 東京医師アカ デミ ーの連携

施設での研修が可能と なり 、 幅広い知識・ 経験を習得するこ と で内科専門医を取得する こ と

ができます。

また、 当院の特徴でも あり ます地域医療連携を通し て、 地域に根ざし た総合医・ 家庭医の

育成のほか、 重点医療でも あり ますがん医療においては診断から 治療、 緩和医療、 在宅医療

に至るまで、 継続し た医療を実践でき るよう な指導体制が整っ ており ます。

副院長

橘　 俊一

シニアレジデント から のひと こ と

多摩南部地域病院内科シニアレ ジデント の村石です。 内科を幅広く 学びたいと 思い市中病

院の内科プロ グラ ムに絞っ て後期研修先を 探し ていまし た。 症例を 多く 経験するこ と も 大切

ですが、 １ つ１ つの症例を 丁寧に上級医の先生方の意見を いただき ながら 経験し て、 自己流

に偏ら ない基礎を 身に着けたいと 考えていまし た。 当院では、 少人数のカ ン フ ァ でフ ィ ード

バッ ク を受けながら 診療が進めら れます。 また、 文献にあたっ て調べる雰囲気・ 環境も 備わっ

ており 、 内科医と し て生涯に渡っ て必要な基礎的な能力が身につく と 感じ ています。 学年の

近い後期研修の先生方が多く 在籍し ているため、 活発に意見を交換し あえるのも 魅力です。

３ 年次は内科を 3 か月毎にローテーショ ンし ていき ます。 当院では腎臓・ 血液・ 神経・ 感

染症内科の専門医が不在であり ますが、 こ れら の科については多摩総合など同じ 東京医師ア

カ デミ ーの病院で、 遠方の土地に飛ぶこ と なく 柔軟に研修する こ と ができ ま す。 Common 

disease に対応でき る よ う になっ た後に、 経験する 症例の幅を 広げたいと 考えた時に、 東京

医師アカ デミ ーと いう 大き なスケールが生き てく ると 思われます。 また、 後期研修以降も 選

択肢が多く 残さ れており 、 特に初期研修中にサブスペシャ リ ティ まで決めかねている方には

最適だと 思われます。 また、 希望すれば離島医療も 経験するこ と ができます。

内科医と し ての確かな基礎作り と 多様な選択肢を 考えている 方は、 是非一度見学にいら し

てく ださ い。

内科

２ 年次

村石　 宇内

臨床研修委員会委員長及びシニアレジデント のひと こ と

（ 内科カ ン フ ァ レ ン スの様子）

（ リ ウマチ内科外来の様子）


